
ＥＨＦ５形　フロートスイッチ

注意

警告　　　　：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

　　　　：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

　　特に注意していただきたいこと

取扱説明書

１．決められた製品仕様以外では使用しないでください。感電・火災、漏水などの原因になりま

　　す。

２．フロートは槽の流入口からできるだけ離し、またフロートが槽の壁、ポンプ、配管、モータ

　　ケーブルに接触しないようにしてください。誤動作の原因になります。

３．結線を行うときは、必ず結線する制御盤の元の電源を遮断して、作業を実施してください。

　　漏電・感電やけがの恐れがあります。

４．ウエイトをロープで解けないように確実に結んでください。      

　　結びが緩いとウエイトが外れフロートが浮き上がり、誤動作の原因となります。

　本文中の関連箇所にも製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や

損害を未然に防止するための注意事項が記載されています。

　また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをす

ると生じることが想定される内容を、「警告」「注意」の２つに区分しています。

　いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

　このたびは、ＥＨＦ５形フロートスイッチをお買上げいただきましてまことにありがとう

ございます。

　ご使用前に取扱説明書を必ずお読みになり、正しく安全にお使いください。取扱説明書には

危害や損害を未然に防止するための注意事項が記載されております。

※上記をお守りいただけないと責任を負いかねます。
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１　はじめに

《不具合な点がございましたら、お手数でもご購入先へご照会ください》

フロートスイッチがお手元に届きましたら、下記をお調べください。

１．ご注文通りのフロートスイッチか、ご確認ください。

２．輸送中に破損した箇所はないか、ご確認ください。

３．動作の確認をしてください。

　　　フロートケーブルにテスターを接続し、フロートを上下させたときのフロート内スイッチ

　　の開閉を確認してください。

　　［注記］

　　　　１．適用範囲外での使用、注意書きなどの不遵守、不当な修理・改造、天災地変に起因するも

　　　　　　の、設置環境（電源異常・異物・砂など）によるもの、法令・省令またはそれに準じる基

　　　　　　準などに不適合のもの、不慮・故意による故障・損傷のもの、消耗部品の交換、転売によ

　　　　　　る不具合などは保証対象外となる場合があります。

　　　　２．弊社にお問い合わせの際は、『形式』及び『製造番号』をご連絡ください。

　　　　３．不要な部品及び梱包材などの廃棄方法については、各自治体にご確認ください。

　　　　４．本製品は、日本国内用です。電源電圧や電源周波数の異なる海外では使用できません。

接点
ＯＮ（閉）

接点
ＯＦＦ（開）〈ａ接点〉

フロートケーブル

フロート

フロート

フロートケーブル

２　仕　　様
警　告

●決められた製品仕様以外では使用しないでください。感電・火災、漏水などの原因になり

ます。

注　意
●

●

●

●

●

●

用途や液質により発錆や腐食・溶出を許容できない場合は注意が必要です。ポンプや設備

全体を含め選定・検討してください。思わぬ被害の恐れがあります。

用途に合った商品をお選びください。不適切な用途で使うと事故の原因になります。

危険・警告・注意ラベル類には人身への危害または財産への損害を引き起こす可能性のあ

る事項が記載してありますので必ず遵守ください。守らないと機器が故障したり感電、火

災、けがなどの原因になります。

仕様液質として記載のない液体などには使用しないでください。ポンプが故障し、漏電・

感電・火災の原因になります。

生物（養魚場・生け簀・水族館など）の設備、または重要設備に使用する場合は、予備機

を準備してください。ポンプ故障により、酸欠や水質悪化などが発生し、生物の生命に影

響を与える恐れがあります。

食品関連への給水に使用する場合、使用材料のご確認など十分にご注意ください。異物が

混入する恐れがあります。
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３　製品の構成
３．１　製品の種類

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

フロートスイッチ

ＥＨＦ５－１×１０Ｓ

ＥＨＦ５－１×２０Ｓ

ＥＨＦ５－１×３０Ｓ

ＥＨＦ５－３×１０Ｓ

ＥＨＦ５－３×２０Ｓ

ＥＨＦ５－３×３０Ｓ

ＥＨＦ５－４×１０Ｓ

ＥＨＦ５－４×２０Ｓ

ＥＨＦ５－４×３０Ｓ

１

１

１

３

３

３

４

４

４

１０ｍ

２０ｍ

３０ｍ

フロートスイッチ ＥＨＦ５－１×１０ １ １０ｍ

フロートスイッチ ＥＨＦ５－１×２０ １ ２０ｍ

フロートスイッチ ＥＨＦ５－１×３０ １ ３０ｍ

１０ｍ

２０ｍ

３０ｍ

１０ｍ

２０ｍ

３０ｍ

フロート

　　個数

ケーブル

　　長さ
部品名 記号・寸法

Ｎｏ 名　　称 備　　考

１

２

フロート

支持具

中間ウエイト

４ ロープ ６ｍ

５ クリップ

６ ケーブル支持バンド

（１）ＥＨＦ５－１ （２）ＥＨＦ５－１×�

（３）ＥＨＦ５－３（４）×Ｓ

なべ小ねじ、ナット、平座金

ケーブル長１０ｍ、２０ｍ、３０ｍ

３－１

３－３ 固定ウエイト

３．２　構造図

中間ウエイト３－２

１３－１

５
１

３－２

５

３－３

４

２

５

１

６

ＥＨＦ５

－１０～５０℃

耐圧力

動作角度

０．２０ＭＰａ　｛２ｋｇｆ／ｃｍ２｝以下

上昇時　　５～２５度

下降時　－５～－２５度

ＡＣ５０ＶＡ、ＤＣ５０Ｗ（抵抗負荷）

最大使用電圧

最大使用電流

３０Ｖ　ＡＣ／ＤＣ

０．５Ａ　ＡＣ／ＤＣ（抵抗負荷）

最大接点容量

使用温度

3



４　据　　付
警　告

　荷下ろし、搬入、据付で本製品を吊り下げる場合は、カタログ、据付図にて質量を確認、取
　扱説明書にて吊り方を確認の上、正しく行ってください。また、吊り具の定格荷重以上の製
　品は吊らないでください。吊り下げが不完全な場合、落下によるけがの原因になります｡
　据付は取扱説明書に従って確実に行ってください。据付に不備があると漏電・感電・火災、
　落下・転倒によるけがの恐れがあります。また、振動の原因になります。
　人が触れることが想定される所（浴槽、プール、池など）では使用しないでください。漏電
　し感電する恐れがあります｡
　梱包は釘やホッチキスの針などに注意して開梱してください。けがをする恐れがあります。
　樹脂、ゴム部品は現場焼却しないでください。燃やすと有害なガスが発生する恐れがありま
　す。処理方法は各自治体にご確認ください。
　ローソク、たばこ、炎、火花などの火気を近付けないでください。火災の恐れがあります。
　爆発性雰囲気中では使用しないでください。火災の恐れがあります。
　適用される法規定（電気設備技術基準・内線規程・建築基準法、水道法など）に従って施工
　してください。法規定に反するだけでなく感電・火災・落下・転倒によるけがなどの原因に
　なります。

注　意

　フロートは槽の流入口からできるだけ離し、またフロートが槽の壁、ポンプ、配管、モータ
　ケーブルに接触しないようにしてください。誤動作の原因になります。
　ウエイトをロープで解けないように確実に結んでください。結びが緩いとウエイトが外れ
　フロートが浮き上がり、誤動作の原因となります。
　機器に衝撃を与えたり、転倒させないでください。破損する恐れがあります。
　機器の上に物を載せたり、人が乗ったりしないでください。機器の破損や転倒してけがをす
　る恐れがあります。
　据付、点検などの作業を行う前に、周辺を整理してください。滑ったり、つまずいたりして、
　けがをする恐れがあります。
　本製品を包装しているビニール袋をかぶらないでください。窒息の恐れがあります。
　梱包は釘やホッチキスの針などに注意して開梱してください。けがをする恐れがあります。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

４．１．１　ＥＨＦ５－１、ＥＨＦ５－１×�の場合：＜図－１＞参照

　　水位制御範囲（Ｌ）は、Ｌ＝２×　とな

　　ります。　

　　ご希望の水位制御範囲（Ｌ）に設定した

    い場合は、　の長さの調節して設定して

　　ください。

　（注１）　の調節範囲は０.１５～１.９�

　　　　　以内としてください。

　（注２）　の範囲を調節する際は、フロー

　　　　　トが槽内の壁、配管、ポンプ、

　　　　　モータケーブル、又はその他の構

　　　　　造物に干渉されない範囲で調節し

　　　　　てください。

４．１　水位制御範囲

Ｌ

＜図－１＞

ＥＨＦ５－１ ＥＨＦ５－１×�

L
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４．１．２　ＥＨＦ５－３（４）×Ｓの場合：＜図－２＞参照

　１）　＝０．１５ｍで調節してください。

　２）各フロートの設置寸法は現場設計値に合わせて調節してください。ただし、各フロート間の最小設

　　　置間隔は図－２に記載の値（�～�値）以上になるように調節してください。

　３）最下フロート（フロート①）水位がポンプ運転可能最低水位以上となるように調節してください。

　　　ポンプ運転可能最低水位は各ポンプの取扱説明書、カタログ等にて確認出来ます。

　　　（注１）　の調節範囲は　＝０．１５�としてください。０．１５�以上とした際、フロート同士が

　　　　　　　絡まる可能性があります。

　　　（注２）各フロート間の最小設置間隔が図－２に記載の値（�～�値）以下の場合、フロート同士

　　　　　　　が絡まる可能性があります。

　４）各フロートスイッチの水位を求める際は下記の式をご参考ください。

　　　　停止水位＝�－（０．２７÷２）　※ポンプの運転可能最低水位以上としてください。

　　　　始動水位＝�＋�＋（０．２７÷２）

　　　　並列水位＝�＋�＋�＋（０．２７÷２）

　　　　水位異常＝�＋�＋�＋�＋（０．２７÷２）

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

《各フロートの役割》
フロート①：停止用フロート
フロート②：交互始動フロート
フロート③：並列運転フロート
フロート④：水位異常フロート

＜図－２＞

ＥＨＦ５－３（４）×Ｓの場合（下図はＥＨＦ５－４×Ｓ）

ポ
ン
プ
運
転
可
能

　
　
　
最
低
水
位

≧
０
．１
７
ｍ（

※
）

０
．２

７
ｍ

０
．２

７
ｍ

０
．２

７
ｍ

�
：
≧
０
．３

ｍ
�
：
≧
０
．２

１
ｍ

�
：
≧
０
．２

１
ｍ

�
：
≧
０
．２

１
ｍ

フロート④

フロート③

フロート②

フロート①

クリップ

ケーブル支持バンド

水位異常

並列水位

始動水位

停止水位

支持具

０
．２

７
ｍ ０
．２
７
÷
２

０
．２
７
÷
２

０
．２
７
÷
２

０
．２
７
÷
２

5



４．２　据　付

４．２．１　ＥＨＦ５－３（４）×Ｓ

　１）ウエイトをロープで結んでください。結びが緩いとウエイトが外

　　　れフロートが浮き上がり、誤動作の原因になります。推奨する

　　　ロープの結び方として   

　　　　・二重巻結び   

　　　　・もやい結び   

　　　を推奨いたします。   

　　　二重巻結びは下図を参照ください。 

　２）ロープとフロートケーブル水位制御範囲に合わせて支持具に取り付けてください。＜図－２，３＞参照

　３）ケーブル支持バンドでロープとフロートケーブルを結束してください。＜図－２，３＞参照

４．２．２　共　通

　１）固定ウエイト付のものは、ロープで吊り下げ、槽の底に沈めてください。ウエイトが水中に浮いている

　　　と水流により移動し、誤作動の原因になります。

　２）ケーブル（ロープ含む）は付属のクリップで、槽上の金具等に固定してください。

＜図－３＞

ケーブル支持バンド

ロープ用穴（小）

ケーブル用穴（大）

支持具

ロープ
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５　結線方法

警　告

●

●

●

●

結線を行うときは、必ず結線する制御盤の元の電源を遮断して、作業を実施してください。

漏電・感電やけがの恐れがあります。

電源プラグ・配線接続部・結線部・端子部などのほこりを除去してください。ほこりの付

着などを放置すると発熱し、火災の原因になります。

電源投入前に配線接続部・結線部が緩んだり外れたりしていないか、確認してください。

一箇所でも緩んだり外れたりしていると、火災・感電の原因になります。

電気工事は、「電気設備技術基準」及び「内線規程」に従い専門技術者により確実に施工

してください。配線、接続に不備があると、故障・漏電・感電・火災の原因になります。

注　意

●

●

ケーブルや制御線を同一管内またはダクト内に併設させないでください。本製品や他の機

器が誤動作する恐れがあります。

ケーブルを傷付けたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引張ったり、ねじっ

たり、束ねたり、重いものを載せたり、挟み込んだりしないでください。ケーブルが破損

し火災・感電の原因になります。

　　　制御盤に付属されている取扱説明書を参照ください。
　　　結線された後は、フロートを上下させ、正常な動作をするか確認してください。

５．１　ケーブル識別用テープに関して

　　誤結線防止の為、フロート側と端子側にそれぞれ同じ色の識別テープを貼り付けています。

　　お客様にて設定したフロート役割と端子のマーカーが正しく対応しているか確認して結線してくださ

　　い。

テープ“白色” テープ“赤色” テープ“黄色” テープ“緑色”

ＥＨＦ５－４×Ｓ（フロート側）
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　１）���５－４�形

　　　白・赤・黄・緑の識別テープを貼り付けています。

　２）���５－３�形

　　　白・赤・緑の識別テープを貼り付けています。

　３）���５－１形、���５-１×�形

　　　識別テープは貼り付けておりません。

６　保守・点検

●

●

●

●

●

●

●

修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備が
あると、故障・破損・感電・火災の原因になります｡
点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐
れがあります｡
機器を移動し再設置する場合は、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所にご相談ください。
据付に不備があると、漏電・感電・火災、漏水などの原因になります｡
修理の際は当社純正部品を使用ください。純正部品以外を使用された場合、故障及び事故
の原因になります。また、正常な機能を発揮できない恐れがあります。
動かなくなったり異常（ケーブル破れ、コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止し
て電源を遮断し、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所に点検あるいは修理を依頼してく
ださい。異常のまま運転を続けたり、修理に不備があると、漏電・感電・火災、漏水など
の原因になります。
制御盤などの電気部品の点検・交換時には、電源遮断後テスターなどで無電圧になってい
ることを確認してから作業を実施してください。感電やけがの恐れがあります。
電源を投入した後は、濡れた手で電源や操作スイッチなどをさわらないでください。感電
やけがをする原因になります。

警　告

ＥＨＦ５－４×Ｓ（端子側）

テープ“白色” テープ“赤色” テープ“黄色” テープ“緑色”
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７　故　　障

●

●

長期間安心して使用頂くために定期点検と日常点検両方の実施をお勧めいたします。点検
を怠ると、フロートスイッチの故障、事故などの原因になります。定期点検についてはご
購入先、もしくは最寄りの弊社営業所にご相談ください。
点検は点検項目に従って必ずおこなってください。故障を未然に防止できず、事故につな
がる恐れがあります。

注　意

●

●

●

点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐
れがあります。
修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備が
あると、故障・破損・感電・火災の原因になります。
動かなくなったり異常（ケーブル破れ、コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止し
て電源を遮断し、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所に点検あるいは修理を依頼してく
ださい。異常のまま運転を続けたり、修理に不備があると、漏電・感電・火災、漏水など
の原因になります。

警　告

６．１　定期点検

　　ポンプの定期点検とあわせて下表の項目の点検を行ってください。

　　　　　　　　　　　判定基準　　　　　　　　　　

正しい水位で運転、停止しているかどうか

フロートスイッチに異物が付着していないか

フロートスイッチの外観が劣化、損傷していないか

　　 確認事項

 フロートスイッチ

７．１　故障の原因と対策

　　　　　　　原　　因

電源プラグが抜けている（単相）

漏電しゃ断器が切れている

保護スイッチが動作している

フロートの動作が妨げられている

フロートの結線がされていない

フロートスイッチが故障している

フロートの動作が妨げられている
　

フロートスイッチが故障している

　　　　 現　　象

ポンプが運転しない

ポンプが停止しない

　　　　 　対　　策

コンセントに電源プラグを接続する

漏電しゃ断器を入れる

ポンプ取扱説明書の保護スイッチの項参照

障害物を除去又はフロートが壁等に
引っ掛かってないか確認する

結線図を確認し正しい接続先に結線をする

購入先に点検・修理・交換を依頼する

障害物を除去又はフロートが壁等に
引っ掛かってないか確認する

購入先に点検・修理・交換を依頼する

本文ページ

ポンプ取扱説明書に記載

４，５，６

制御盤取扱説明書に記載

４，５，６
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ＭＥＭＯ
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ＭＥＭＯ
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　故障には予想外なことがありますが、異常を発見したら速やかに対策することが大切です。
故障の原因がわからないときは、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所にご連絡ください。
ご連絡の際は、フロートスイッチの形式、故障（異常）の状況をお知らせください。

※ご照会の際は購入先へ、購入先がわからないときは下記へご照会ください。

https://www.kawamoto.co.jp


